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令和３年度 

西濃地区家庭教育学級リーダー研修会 

QRコードから動画視聴・資料確認 

初めての「在宅型」研修 

       受講ありがとうございました。 

       アンケートは、現在、集計中です。

後日、通信でお知らせします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西濃地区家庭教育応援通信    Ｎｏ．５           令和３年７月２日発行  
 

 

 

西濃県務所 振興防災課 振興防災係 

家庭教育担当：酒井 俊亘

電話：０５８４－７３－１１１１ ＜内線２１２＞ 
 

バックナンバーはこちら ⇒ 

講師の須田山様は、大垣市立江並中学校PTA会長をされた時、PTA

役員の負担の軽減と経費の削減、SDGｓの取組等のために、会議資料

やＰＴＡ総会の議決をペーパーレスで行いました。また、昨年度は、

コロナ禍において、一番最初にYouTube限定配信で家庭教育学級を

開催され、しかも、スマートフォンだけで、録画・編集・配信まで行

いました。（詳しくは、右のQRコードからご覧ください） 

今では、誰でも使えるネットワークサービスが増えています。西小

学校のように、まずは何ができるか情報を集め、そこから実践してい

こうという姿勢がすばらしいですね。次号で紹介する予定ですが、西

小学校は、６月末にZOOMによる料理教室を実施しました。 

大垣市PTA連合会 広報委員会 出張授業 

令和３年６月２１日（月）１８：３０～２０：００ 

【講師】 大垣市PTA連合会 広報委員長 須田山 智成 様 

【受講】大垣市立西小学校PTA 

「WIITHコロナでの新しい家庭教

育学級」として、江並中学校のオ

ンライン開講式の様子とユーチュ

ーブ動画のアップロードの方法を

掲載しています。 

西濃地区家庭教育応援通信 

「みんなで子育て」№６ 

令和２年８月１日発行 

限定動画・受講確認・ア

ンケートは、６月３０日

（水）に終了しました。 
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地震・水害の状況をイメージし、命を守る

ことを最優先に、今できることを考えます。 

 

持ち出し袋は家族に１つずつ、命の次に

大事なものを入れておくことなどの配慮

や、災害時の子どもたちの心に寄り添うこ

となどを学びます。 

神戸町立下宮幼児園 家庭教育学級 

【講演会型】 YouTube限定配信による動画視聴 

動画視聴期間 令和３年６月２５日（金）～７月１２日（月）  

「一歩前進」 

・ 保護者会の会長さんは、幼い子ども

をもつ家庭の防災について話してい

ただける講師を探していました。西濃

県事務所に電話で相談があり、女性

防災士を紹介しました。 

・ 当初は、保護者が幼児園の遊戯室に

集まっての研修会を考えてみえまし

たが、コロナの状況が分からないた

め、確実に開催できるYouTube動

画の配信に変更しました。 

【講師】 

清流の国岐阜女性防災士会 会長 

伊藤 三枝子 様 

このQRコードは、 

サンプルです。 

zoomなどの双方向通信ネットワークの利用には、ア

プリが必要なことがあります。動画配信なら、ネットワ

ークにつながっていれば、視聴することができます。 

今回、zoom開催の環境が整わなかったため、講師は

ズームを使って録画したものを YouTube にアップし

ました。 
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令和３年度 「在宅型」リーダー研修会 実践発表 
実践発表者の皆様、プレゼンの作成から動画配信の準備まで、ありがとうございました。また、実践発表

のプレゼン動画をみていただいた皆様、ご視聴ありがとうございました。会場開催であったときにお話しさ

せていただく予定だった４つの実践発表から「学びたいこと」を紹介させていだだきます。 

動画発表者 学びたいこと 

神戸町立下宮幼児園 

高田 佳代子 様 

松岡 久恵 様 

 

 

 神戸町は４園が合同で研修を行っています。子育ての悩み

が共有でき、意見交流の場も広がり、ふれあいの輪が広がっ

ています。 

 下宮幼児園は、「心も体も 元気いっぱい 下幼っ子」という

テーマで、「食育」と「読書」に取り組んでいます。 

 丈夫な体で元気に過ごすには「食育」の充実が大切。「ねば

ならない」から脱却し、楽しい食事作り、楽しい食卓にしてい

くことを学びました。 

 「読み聞かせ」は、心の成長に効果的です。「親子ふれあい

週間」での記録用紙の工夫は、参考になると思います。読み

聞かせをすることで、一緒に過ごす時間がつくれ、ふれあえ

るとてもよい取組です。幼児期だからこそ、このような温かい

時間をもちたいものです。 

 ボランティアの方による読み聞かせやおすすめの本の紹介

も心を育てる点でとても大切です。ぜひ続けてほしいと思い

ます。これはコロナ禍であってもできる在宅取組型の好例で

す。 

認定こども園 石山保育園 

前園 大介 様 

 

 保護者会会長は、保護者会の挨拶の中で、「今まで保護者

が園行事のお手伝いをしていた部分を、保護者会が自主的

に行うことを通して、保護者同士のつながりを作っていきた

い」と呼びかけられました。この呼びかけは、すべて園主体で

保護者は参加するのみに終わっていることを何とかしようい

う思いからでした。「仕事を持っているので保育園に預けて

いる。だから、できないのではないか。」という意識から、「で

きる人から協力しよう。」「園を支える一員になろう。」という

思いへの変化がボランティアの人数を増やすことにつながっ

たのだと思います。 

 こうした「何かできることはないか」という思いは、コロナ禍

での家庭教育学級を進める私たちの大きな推進力となって

います。「前年と同じようにできなければ、中止するしかな

い」ではなく、「何かできることはないだろうか。」と考える姿

勢を学びたいと思います。 
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動画発表者 学びたいこと 

揖斐川町立谷汲小学校 

杉山 由香 様 

 

 谷汲小学校の家庭教育学級は、谷汲中学校と合同で進めて

おられます。西濃地区家庭教育学級リーダー研修会の分科

会で小学校と中学校が同じグループになり、小中合同の家

庭教育学級を行ってはどうだろうという話になったところから

始まりました。リーダー研修会での出会いから生まれた取組

が谷汲小・中学校の伝統となっていくことを期待しています。 

 令和元年度、小中合同の家庭教育学級が初めて開催されま

した。お子さんが、夏休みの学校のプールに行っている時間

を使って、茶菓子を食べながらサロンを行うというのは、時間

をうまく使ったアイデアです。さらに参加者を増やすために、

保護者が興味をもっている「アロマ講座」を加え、「子育てサ

ロン型」＋「体験活動参加型」という型の組み合わせで行い

ました。生み出せる時間はどこかにあると教えられた事例で

す。 

 サロンは、机を寄せて配置されていたので、始まる前から小

中の保護者が混じって話が始まるという理想的な形でした。

コロナ禍で今はこのような形は難しいですが、これからも顔

の見える関係づくりを工夫されていくと思います。 

大垣市立星和中学校 

堀 麻紀 様 

 

 「家庭教育学級」というと、講演会か、あるいは、ものづくりと

思いがちですが、「先生との茶話会」は、思いつきそうでなか

なか実現しない内容です。茶話会形式で行い、先生から趣

味や愛読書等を聞くことで、互いに親近感が生まれ、先生と

の距離が縮まりました。また、先生から話を聞くだけでなく、

学年ごとに先生を囲んで、「家で学校の様子を話さない子は

どうすればよいか。」「子どもの職業をどうすればよいか。」と

いった子育ての悩みを話し合うなど、様々な意見を交流した

り、質問や助言をし合ったりする場となりました。こうした双方

向のやりとりは、人とのつながりを強くしますし、悩みも出しや

すくなります。和気あいあいとした雰囲気づくりができたのは

大成功だったと思います。 

 イメージを共有し、目指す姿を確かな実践につなげていこう

とすることの大切さを、この発表で示していただきました。 

 コロナ禍で開催が難しくなってしまった「子育てサロン型」で

すが、終息した時にはぜひ取り入れてほしいものです。 

 

プレゼンのスラ

イドショーを録音

する星和中学校の

成人教育委員長 


